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Martig et al. (2009)などのシミュレーション研究により、早期型銀河において星形成効率が低下する “morpho-
logical quenching” が提唱されているが、銀河進化に対するその影響力は観測的に明らかになっていない。本研究
では、銀河進化に対してmorphological quenchingが本当に寄与しているのかを調べるために、円盤の卓越した
グリーンバレー銀河 15天体と、バルジの卓越したグリーンバレー銀河 13天体を SDSS から選択し、NRO 45m
電波望遠鏡による CO(J = 1− 0) 観測を行なった。その結果、グリーンバレー銀河の星形成効率は銀河形態に依
らずほぼ一定の値をもっており、morphological quenchingが銀河進化に対してほとんど影響していない可能性を
示した（2018年秋季年会X10a）。
本研究ではさらに、xCOLD GASSによるCOデータを用いて、主系列（MS）銀河に関しても同様の解析を行

うことで、MS銀河に関しても形態と星形成効率の間に有意な関係が見られないことを示した。一方で、平均的
な星形成効率はMS銀河からグリーンバレー銀河にかけて、形態と無関係に低下していることも分かった。また、
COが検出できなかったバルジの卓越したグリーンバレー銀河（全体の約 20 %）について、スタッキング解析を
用いることで、これら銀河が有意に低い分子ガス質量（つまり、高い星形成効率）を持つことを新たに示した。
このような銀河がバルジの卓越したグリーンバレー銀河にのみ存在していることは、morphological quenchingと
逆の傾向であるものの、形態と銀河進化を結びつける何らかのメカニズムが存在していることを示唆する。


